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１．空間構成計画

明治期の立憲政治
の確立等の歴史や
意義等を学ぶ空間

空間構成計画図

邸園文化を象徴する佇まいの中で、
往時に想いを馳せる空間
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邸園文化の発信と憩い・
交流の空間

各邸宅・庭園の現状や立地状況等を踏まえ、主に実現する空間として大きく３つにゾーンを設定し、基本方針を実現する。
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明治期の立憲政治の確立等の歴史や意義等を学ぶ空間

■旧滄浪閣の特徴
・立憲政治の確⽴に最も貢献した⼈物の一人といわれる伊藤博⽂が本邸としていた場である。
・本邸園の中央部に位置し、本邸園で最も大きな邸宅面積を有している。
・現存する邸宅は、伊藤博文の没後に譲渡された李王家が、関東大震災後（大正12年（1923））後に
建て直したもの。商業目的等のために大きく増改築されているため、旧滄浪閣の修復等とあわせて、
公園利用のための柔軟な空間確保が可能。

明治期の立憲政治の確立等の歴史や意義等を学ぶ場として、旧滄浪閣を中心に、各邸宅が連携して
歴史資料の展示、学習・交流の場等を確保します。旧滄浪閣の区域には、本邸園のエントランス
及びガイダンス機能を有する空間を配置し、本邸園を回遊しながら学ぶことができる空間構成と
します。

エントランスとガイダンス空間イメージ 旧滄浪閣の庭園のイメージ

旧滄浪閣（伊藤邸時代） 旧滄浪閣（1992頃） 増改築されている様子（2018.9撮影）
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■旧大隈別邸・陸奥別邸跡の特徴

・旧⼤隈別邸は、明治30 年（1897）に⼤隈重信が所有し、古河家に譲渡
されて以降、屋根改修や⼀部増改築がされているものの、改変が少ない
ことから、明治期の姿を今によく残している。

・陸奥別邸跡は、陸奥宗光の没後に古河家の所有となり、大正12年（1923）
の関東⼤震災で一部倒壊したものの、古河家の別邸として原型の一部を
残すように再建されたと言われ、今日まで良好な状態で保存されている。

・旧大隈別邸には芝庭があり、陸奥別邸跡の前には日本庭園が広がるなど、
邸宅に加え庭園も比較的良好な状態で残されており、庭園が邸宅を引き
立て、落ち着きのある雰囲気を醸し出している。

邸園文化を象徴する佇まいの中で、往時に想いを馳せる空間
旧大隈別邸や陸奥別邸跡を中心に、積層する歴史を踏まえつつ、各邸宅や庭園の保存・修復等を
行うとともに、松林の保全・再生や海への眺望を確保することにより、湘南の邸園文化を象徴する
佇まいの中で、邸宅から庭園を眺めたり、海を感じながら散策したりするなど、往時に想いを馳せ、
先人の息づかいを感じられるような空間を配置します。

旧大隈別邸から眺める庭園イメージ 陸奥別邸跡から眺める庭園イメージ

旧大隈別邸 神代の間外観(2018.9)

陸奥別邸跡の庭園及び邸宅外観(2018.9)
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邸園文化の発信と憩い・交流の空間

西園寺別邸跡を中心に、散策や休憩をするための園路や休憩施設を

設けることで、来園者や地域住民の憩いの場を確保するとともに、

交流イベント等が開催できる広場等を設けることで、地域間交流の

活性化や新たな文化の発信につながるような空間を配置します。

■西園寺別邸跡の特徴

憩い・交流の空間イメージ

西園寺別邸跡 外観(2017.9)

西園寺別邸跡 内観(2017.9)

・⻄園寺別邸跡・旧池田成彬邸は、池田成彬が昭和７年（1932）に別邸として建てた
ものです。明治期の建物ではないものの、西洋文化が取り入れられた大正・昭和
初期の洋館の姿を色濃く残している。また、内部の調度品や照明器具も当時のまま
残されている。

・テラスを通じて庭園と邸宅を行き来することができることから、屋内外の一体的な
利用が可能であり、滞留しやすい設えとなっている。

・現在、邸宅地の樹林は過密化しており、保全・活用のための庭園の修復と緑地の
整備が必要。



① 西湘バイパス
太平洋岸自転車道

① ③ ③

②

海への眺望

視点場
視点場 視点場視点場

海への眺望

④

④

①：伊豆大島方面 ② ：房総半島方面 ③ ：伊豆半島方面 ④：富士山

松林から海が垣間見られる

A B

富士山

松林の中の階段を登
ると視界が開ける

庭園の再生庭園の修復
庭園の修復庭園の修復

松林の保全
松林の保全

松林の再生

庭園の修復
庭園の修復

エントランスの整備

 

こゆるぎの浜 旧東海道の松並木
旧滄浪閣から見える

富士山

■重視する構成要素

■邸園の地形と緑地 （明治期と現況比較）

万葉集にも詠まれた
白砂青松のこゆるぎの浜

伊藤博文が歌に詠むほど
愛した富士山の眺望

東海道の整備とともに、
街道沿いに植えられた
松林等の歴史・文化的
景観

××

× ×

× ×

海への眺望

増築された建物で海への眺望が遮られている

一部海を眺められるものの、鬱閉した樹林と高い砂丘によって眺望が良好ではない

鬱閉した樹林によって前面の海を眺めることはできない

海への眺望

海への眺望

海への眺望

2Fの窓から山並みを眺めることが可能
山への眺望

山への眺望
増築された建物で邸宅から山並みを眺望することはできない

一部海を眺められるものの、鬱閉した樹林と高い砂丘によって眺望が良好ではない

××

■景観軸

・本邸園内の近景である邸宅や庭園の修復、中景である松林の保全を行う。旧滄浪閣の区域等の歴史的景観が失われた空間については、
庭園や松林の再生を行う。

・各邸宅の特徴を踏まえて視点場と景観軸を設定し、こゆるぎ浜から相模湾への眺望、富士山への眺望を確保する。
・地形や樹林の特徴を活かした多様な眺望が楽しめる動線を設ける。
・本邸園のエントランス等の東海道（国道１号）に面する空間においては、松並木等の歴史的景観との調和を図る。

敷地断面イメージ図
※赤破線（明治21年測量同じ27年第１回修正同30年製版 「大磯」

国土地理院所蔵から、明治期のおおよその敷地形状を想定）
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２．風致保全計画

松林の中にある階段を登ると現れる海への眺望

景観軸のイメージ断面

明治期の地形と断面位置

 
 

 
A B C Ⅾ 

C‘ Ⅾ‘ A‘ B‘ 

海への眺望 A 海への眺望 B海を垣間見た先に現れる海への眺望

邸園からの眺望（遠景）

松林から見え隠れする海

深い松林

視界が開け、海を眺望視界が開け、海を眺望

邸宅
（建物）

庭園 松林 こゆるぎの浜

海への眺望富士山への眺望

松並木 ｴﾝﾄﾗﾝｽ

(近景) (中景) (遠景)(近景)(中景)(遠景)

風致保全計画図

庭園

各邸宅から眺める
庭園
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空間構成計画及び風致保全計画を踏まえ、邸宅及び庭園の保存・活用の考え方を整理し、本邸園の施設を
検討した。

3．施設計画

■邸宅及び庭園の保存・活用の考え方
・積層する歴史を踏まえ、現存する邸宅及び庭園が有している歴史的・文化的価値を保存し、
後世に継承するための整備を行う。

・各邸宅及び庭園の保存・修復等の目安とする時代を設定する。
歴史資料等を踏まえ、復元の可能性も含む調査・検討を行った上で、邸宅及び庭園の修復を行う。
その際、できる限り現在用いられている部材等を活用するよう努める。

・各邸宅及び庭園の活用にあたっては、その歴史的・文化的価値を尊重しつつ、本邸園の基本理念
及び基本方針の実現に必要な機能の確保、来場者の安全確保等に必要な整備を行う。

・邸宅以外の用途で増改築された既存の施設等は、風致の保全及び公園利用の観点から、必要に
応じて改修・解体等を⾏う。

旧滄浪閣（伊藤博文邸跡・旧李王家別邸）

邸宅 旧李王家別邸（昭和初期）を保存・修復

庭園 資料をもとに伊藤博文邸（明治中期）の庭園を一部再生

旧大隈重信別邸・旧古河別邸､陸奥宗光別邸跡・旧古河別邸

邸宅 旧大隈重信別邸（明治中期）､旧古河別邸（大正後期）を保存・修復

庭園 旧古河別邸の庭園（明治中期以降と想定されるが、作庭年代は不明）を保存・修復
西園寺公望別邸跡・旧池田成彬邸

邸宅 旧池田成彬邸（昭和初期）を保存・修復

庭園 資料をもとに旧池田成彬邸（昭和初期）の庭園を修復

■保存・修復等の目安とする時代
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●邸園のサブエントランス
本邸園の補助玄関口として、
ガイダンス施設や休憩施設、
身体障害者用の駐車場等を整備

西園寺別邸跡・旧池田邸
飲食・物販等、来園者の憩い・
交流空間として活用

●邸園のメインエントランス
来園者の滞留等が可能な空間、本邸園のガイダンス
施設等を整備

※旧東海道の松並木等の歴史的景観との調和を図り、
邸園文化を象徴する玄関口に相応しい修景を実施

旧大隈別邸・旧古河別邸
陸奥別邸跡・旧古河別邸
・建物及び庭園を保存・修復。
各邸宅の人物にゆかりのある
資料を展示し、内部を公開。

・現存する庭園の修復
松林の保全を行い、
往時の佇まいを再生。
※旧大隈別邸は“眺める庭園”
陸奥別邸跡は“散策する庭園”

駐車場
広域的な利用

に対応

松林の再生
既存の駐車場を
一部撤去し、
松林を再生

交流広場

多くの来園者が憩い・交流
できる広場空間

休憩施設

・旧李王家別邸の保存・修復
・庭園の一部再生（伊藤邸）

・旧大隈別邸の保存・修復 ・旧古河別邸の保存・修復
・旧池田邸の保存・修復
・庭園の修復（旧池田邸）

・庭園の修復（現存する流れや滝組、植栽等）

休憩施設

松林の保全

旧滄浪閣（伊藤邸跡・旧李王家別邸）
明治期の立憲政治の確立等に関する
歴史資料の展示や学習スペース等、
展示・学習空間等として活用

既存施設の一部撤去等を行い、既往
資料等をもとに伊藤梅子婦人が愛した
庭園（花庭）を再生

交流広場のイメージ
（服部緑地・大阪府HP)

海沿いの松林のイメージ

憩い・交流空間のイメージ
（旧木下邸HP）

西園寺別邸跡（1991頃）

花庭のイメージ
（旧古河庭園・東京都公園協会HP)

旧滄浪閣(1992頃)

眺める庭園のイメージ
（駒場公園 旧前田家本邸)

陸奥別邸跡（散策する庭園）

陸奥別邸跡（和室）旧大隈別邸（神代の間外観）

3．施設計画

施設計画図



４．動線計画

邸園回遊イメージ 9

邸園内の動線計画の検討に際し、来園者の回遊イメージを下記のとおり検討した。

大磯駅からの動線 大磯駅統監道旧東海道の松並木
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来園車両動線
旧滄浪閣との移動が困難な
来園者等への対応として
限定的に利用

サブ動線（散策路）
邸園内の回遊性を
高める動線

広く検討を要する動線（海側）
邸園の一体的な利用や多様な
アクセスに配慮する観点から、
今後関係機関と協議し、動線を検討

駐車場

自転車や大型バス
等の多様なアクセ
スにも配慮

駐車場
車いす利用者等に配慮
した駐車スペースの設置

来園車両動線
周辺の交通条件等から、旧滄浪閣の車両
出入口及び駐車場を活用

メイン動線（園路・散策路）
出入口から邸宅へと続き、庭園の
外周部、松林をつなぐ動線
※バリアフリー対応も検討

限定通行区間
管理用動線として
の利用を検討

広く検討を要する動線（国道1号歩道）
邸園の一体的な利用や多様なアクセスに
配慮する観点から、今後関係機関と協議
し、動線を検討

※大規模な地形の改変を避ける観点から、園内動線はできるだけ既存の道形を利用

４．動線計画

動線計画図
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5 ．植栽計画
以下の取組により、本邸園の景観形成を図る上で重要な海への眺望を確保するとともに、往時の佇まいを感じさせる庭園の修復・再生等を行う。

①海への眺望を確保

②松林の保全・再生

③庭園の修復・再生

④外周植栽

植栽計画図

庭園側から見た邸宅の外観との調和を図るとともに、花木や草花によって庭園を彩り、来園者が先人の暮らしに想いを
馳せながら、庭園の四季折々の表情の変化を楽しめるよう取り組む。

松の間伐や松枯れ木の処理等を行い、松林の保全を図る。
旧滄浪閣では、駐車場として利用されている箇所を一部撤去し、新たに松林を再生することで海側の“緑の連続性”を創出。
その際、邸園内のマツの実生木を活用するとともに、散策したくなるような明るい松林を目指す。

周辺施設の土地利用に配慮し、遮蔽植栽を実施。

過密化した松やハリエンジュ等の外来種、クスノキ、スダジイ等の広葉樹を伐採・剪定し、邸宅から海への眺望を確保。
その際、邸宅内部から邸園・海への見え方にも配慮し、邸宅内外から海が眺望できるようにする。

海への眺望を確保

松林の保全・再生

庭園の修復・再生

外周植栽

①

① ①

①

①

周囲の景観と調

和した植栽樹種
及び植栽密度を
検討

④ ④

③

②②
②

③

③

③

①

②

④

視点場

視点場視点場視点場

邸宅からの眺望のイメージ
（横浜市旧伊藤博文金沢別邸）

花木や草花による彩りある庭園のｲﾒｰｼﾞ
（横浜市港の見える丘公園）

明るい松林のイメージ
（宮崎県立阿波岐原森林公園）



6．明治記念大磯邸園 基本計画図
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